
(道
路
局
路
政
課
の
ダ
イ
ス
ケ
係
員
、
新
人
ヤ
ス
オ
係

員
の
お
昼
休
み
後
の
一
コ
マ
)

ダ
イ
ス
ケ

ヤ
ス
オ
君
、
悪
い
ん
だ
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
お

昼
代
、
貸
し
て
も
ら
え
な
い
か
?

郵
便
局
か
ら
お
金

を
お
ろ
す
の
を
忘
れ
て
い
て
、
財
布
の
中
、
空
っ
ぽ
な

ん
だ
。

ヤ
ス
オ

先
輩
、
そ
ん
な
に
金
欠
な
ん
で
す
か
?

奥
さ

ん
財
布
の
ひ
も
が
堅
い
ん
で
す
ね
え
。
職
場
で
は
こ
ん

な
に
え
ら
そ
う
な
の
に
。

ダ
イ
ス
ケ

仕
事
の
鬼
と
よ
ん
で
く
れ
。
そ
れ
は
と
も
か

く
、
そ
う
だ
、
郵
便
局
、
来
年
の
四
月
一
日
か
ら
、
大

き
く
変
わ
る
ん
だ
ぞ
。
ヤ
ス
オ
君
、
知
っ
て
る
か
?

ヤ
ス
オ

知
っ
て
ま
す
よ
~
。
今
ま
で
は
国
の
事
業
と
し

て
行
っ
て
い
た
郵
政
事
業
を
、
来
年
か
ら
は
日
本
郵
政

公
社
が
行
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
よ
ね
。
で
も
、
こ
れ

で
、
何
か
変
わ
る
ん
で
す
か
?

ダ
イ
ス
ケ

確
か
に
、
郵
便
局
の
事
業
と
し
て
見
れ
ば
、

そ
れ
ほ
ど
大
き
く
変
わ
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

日
本
郵
政
公
社
法
に
も
、
｢国
営
の
新
た
な
公
社
｣

っ
て
書
い
て
あ
る
か
ら
ね
。
で
も
、
や
は
り
、
今
ま
で

国
が
行
っ
て
い
た
事
業
が
、
公
社
と
し
て
行
う
、
と
い

う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
の
事
業
の
性
格
は
変
わ
っ
て
く

る
。
そ
れ
に
、
同
時
に

｢民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の

送
達
に
関
す
る
法
律
｣
と
い
う
法
律
も
で
き
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
民
間
事
業
者
も
信
書
の
送
達
が
可
能
に
な

る
ん
だ
。

ヤ
ス
オ

な
る
ほ
ど
。
郵
政
事
業
改
革
と
い
え
ば
、
小
泉

総
理
の
肝
入
り
で
す
も
ん
ね
。

ダ
イ
ス
ケ

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
道

路
関
係
法
令
も
、
改
正
が
必
要
に
な
る
ん
だ
よ
。

ヤ
ス
オ

え
、
そ
う
な
ん
で
す
か
?

郵
便
局
と
道

路

!
。
一
見
、
あ
ま
り
関
係
な
さ
そ
う
で
す
が
。

ダ
イ
ス
ケ

周
り
を
よ
く
見
て
ご
ら
ん
。
君
は
葉
書
を
ど

う
や
っ
て
出
す
?

ヤ
ス
オ

む
。
そ
う
か
、
ポ
ス
ト
で
す
ね
!

道
路
占
用

の
形
態
が
変
わ
っ
て
く
る
ん
で
す
ね
。

ダ
イ
ス
ケ

そ
う
。
ま
ず
、
先
の
通
常
国
会
で
成
立
し
た

日
本
郵
政
公
社
法
の
関
連
改
正
で
、
道
路
法
第
三
十
五

条
の
協
議
占
用
の
対
象
か
ら
、
｢郵
政
事
業
｣
を
除
外

し
た
。
郵
政
事
業
は
も
は
や

｢国
の
事
業
｣
で
は
な
く

な
る
か
ら
ね
。

ヤ
ス
オ

で
も
、
さ
っ
き
日
本
郵
政
公
社
は

｢国
営
の
公

社
｣
だ
、
っ
て
話
だ
っ
た
で
す
よ
ね
?

一
気
に
ほ
か

の
民
間
会
社
と
同
じ
よ
う
に
許
可
を
取
り
直
さ
な
く
ち

ゃ
い
け
な
い
ん
で
す
か
?

ダ
イ
ス
ケ

い
や
、
日
本
郵
政
公
社
法
の
施
行
令
で
、
日

本
郵
政
公
社
を
国
に
み
な
す
、
と
い
規
定
を
設
け
て
、

引
き
続
き
協
議
占
用
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
し
た
ん

だ
。
併
せ
て
、
そ
の
政
令
で
経
過
措
置
を
設
け
て
、
今

ま
で
国
の
郵
政
事
業
と
し
て
協
議
占
用
で
占
用
さ
れ
て

い
た
も
の
は
、
日
本
郵
政
公
社
が
設
立
さ
れ
た
後
も
、

あ
ら
た
め
て
協
議
す
る
こ
と
は
要
さ
ず
、
引
き
続
き
有

効
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
ん
だ
。
こ
れ
は
、
簡
易
保
険

事
業
団
に
な
さ
れ
て
い
た
占
用
許
可
も
、
事
業
団
の
事

業
が
日
本
郵
政
公
社
へ
引
き
継
が
れ
た
後
は
、
公
社
へ

協
議
占
用
で
占
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
み
な
す
、
と
い

う
経
過
措
置
が
置
か
れ
て
い
る
。

ヤ
ス
オ

ヘ
え
え
、
じ
や
あ
、
占
用
は
、
従
来
と
な
ん
に

も
変
わ
り
な
く
、
っ
て
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

ダ
イ
ス
ケ

い
や
、
必
ず
し
も
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
占
用
料

の
徴
収
規
定
が
若
干
変
わ
る
ん
だ
。

ヤ
ス
オ

あ
、
国
の
事
業
じ
ゃ
な
く
な
る
か
ら
、
占
用
料

を
徴
収
す
る
こ
と
に
な
る
ん
で
す
ね
?

で
も
、
今
ま

で
免
除
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
よ
ね
。
い
き
な
り
全
て
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令
の
改
正
に
つ
い
て



の
ポ
ス
ト
か
ら
占
用
料
を
徴
収
し
ち
ゃ
っ
て
、
い
い
ん

で
す
か
?

ダ
イ
ス
ケ

そ
う
、
そ
の
あ
た
り
が
議
論
の
ポ
イ
ン
ト
。

先
ほ
ど
も
言
っ
た
け
ど
、
日
本
郵
政
公
社
は
国
営
の
公

社
で
も
あ
る
。全
国
へ
の
サ
ー
ビ
ス
供
給
義
務
も
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
に
か
ん
が
み
て
、
日
本
郵
政
公
社
の
必

須
事
業
に
係
る
占
用
つ
い
て
は
、
指
定
区
間
内
の
国
道

で
は
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
規
定
を
設
け

た
ん
だ

(道
路
法
施
行
令
第
十
九
条
の
二
第
三
項
第
二

号
)。
こ
う
し
た
措
置
は
旧
三
公
社

(国
鉄
、
電
電
公

社
、
専
売
公
社
)
で
も
と
ら
れ
て
い
た
ん
だ
。
こ
れ
で
、

指
定
区
間
内
の
国
道
に
置
か
れ
た
ポ
ス
ト
に
つ
い
て

は
、
占
用
料
を
減
免
で
き
る
ん
だ
。

ヤ
ス
オ

え
、
で
も
、
指
定
区
間
内
の
国
道
だ
け
で
す

か
?

指
定
区
間
外
の
国
道
や
、
地
方
道
に
置
か
れ
て

い
る
ポ
ス
ト
は
ど
う
な
る
ん
で
す
か
?

ダ
イ
ス
ケ

指
定
区
間
外
の
国
道
や
地
方
道
に
つ
い
て

は
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
の
条
例
で
占

用
料
を
決
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

(道
路
法
第
三
十

九
条
第
二
項
)
。
だ
か
ら
、
そ
の
減
免
措
置
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
道
路
管
理
者
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
ん
だ
。

ヤ
ス
オ

な
る
ほ
ど
、
や
は
り
、
事
業
主
体
の
性
格
が
変

わ
る
と
、
そ
の
法
律
上
の
取
り
扱
い
も
大
き
く
変
わ
る

ん
で
す
ね
。
あ
と
、
信
書
便
法
の
成
立
に
伴
う
改
正
は

ど
ん
な
こ
と
な
ん
で
す
か
?

ダ
イ
ス
ケ

こ
ち
ら
の
方
も
、
若
干
改
正
す
る
こ
と
に
な

(手
数
料
及
び
延
滞
金
)

、

第
三
十
七
条

法
第
七
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
徴
収
す
る
手
数
料
の

額
は
、
督
促
状
一通
に
つ
き
郵
便
法
(昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
五
号
)

第
二
十
二
条
第
一項
に
規
定
す
る
通
常
葉
書
の
料
金
の
額
笈
超
刻
な
い
範
囲
内

に
お
い
て
国
主
客
準
大
臣
が
定
め
る
額
と
す
る
。

2
、
4

(略
)

(権
限
の
委
任
)

第
三
十
九
条

(略
)

2

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
法
及
び
法
に
基
づ
く
政
令
に
規
定
す
る
国

土
交
通
大
臣
の
権
限
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
は
、
地
方
整
備

局
長
及
び
北
蓬
迫
開
発
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
法
第
三
十
一条
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
裁
定
及
び
同
条
第
五
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
決
定
並
び
に
法
第

九
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
譲
与
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一･
十
一

(略
)

韻
｣
第
三
十
七
条
第
一項
の
規
定
に
よ
り
手
数
料
の
額
を
定
め
る
こ
と
。

3

(略
)

別
表

(第
十
九
条
の
二
関
係
)

改

正

案

法
第
三
十
二
条
第
一

項
第
一号
に
掲
げ
る

工
作
物

占
用
物
件郵

便
淺
田
箱
別

ぴ
信
書
側
差
出

細

一個
に
つ

き
一年 単

位

雪
聴
料

一･
--

O
O 甲

地

所
在
地

ハ0
0

乙
地

山丙
地

(手
数
料
及
び
延
滞
金
)

第
三
十
七
条

法
第
七
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
徴
収
す
る
手
数
料
の

額
は
、
督
促
状
一通
に
つ
き
郵
便
法
(昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
六
十
五
□互

第
二
十
二
条
第
一項
に
規
定
す
る
通
常
葉
書
の
料
金
の
額
に
相
当
す
る
額
と
す

る
。

2
↓
4

(“隣
)

(権
限
の
委
任
)

第
三
十
九
条

(略
)

2

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
法
及
び
法
に
基
づ
く
政
令
に
規
定
す
る
国

土
交
通
大
臣
の
権
限
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
は
、
地
方
整
備

局
長
及
び
北
海
道
開
発
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
法
第
三
十
一条
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
裁
定
及
び
同
条
第
五
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
決
定
並
び
に
法
第

九
十
四
条
第
二
項
の
悦
宝
こ
ま
る
譲
与
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一-
十
一
(略
)

3

(略
)

別
表

(第
十
九
条
の
二
関
係
)

現

行

霧疑蘂

占
用
物
件

十
二
条
第
一

号
に
掲
げ
る

郵
便
差
出
箱

一個
に
つ

き
一年 単

位

,言
語豊
科

一･
--

0
O 甲

地

所
在
範

ハ0
0

乙
地

田丙
地

-

○
民
間
事
業
者
に
よ
る
信
書
の
送
達
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
道
路
法
施
行
令
の
改
正

(娯匿
霊
玻
"は
改
正
部
分
)

っ
て
い
る
。
ま
ず
、
負
担
金
等
の
督
促
状
の
手
数
料
に

つ
い
て
、
今
ま
で
は

｢通
常
葉
書
の
額
｣
を
徴
収
し
て

い
た
ん
だ
け
ど
、
こ
れ
か
ら
は
、
信
書
便
事
業
者
の
額

も
考
慮
し
て
、
｢通
常
葉
書
の
料
金
の
額
を
超
え
な
い

範
囲
内
で
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
額
｣
を
徴
収
す
る

こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
信
書
便
事
業
者
が
設
置
す
る
ポ

ス
ト

(信
書
便
差
出
箱
)
の
占
用
料
の
額
も
明
ら
か
に

し
た
ん
だ

(郵
便
差
出
箱
の
占
用
料
単
価
と
同
額
)。
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ヤ
ス
オ

な
る
ほ
ど
、
郵
政
事
業
も
、
民
間
参
入
に
伴
っ

て
、
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
ん
で
す
ね
。
で
も
先
輩
、

郵
便
貯
金
は
、
公
社
に
な
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
減
ら
さ

れ
ち
ゃ
う
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
。
ほ
ら
、
あ
そ
こ

に
郵
便
局
が
!

早
速
、
お
金
お
ろ
し
て
き
た
ら
ど
う

で
す
か
?

ダ
イ
ス
ケ

頼
む
っ
。
今
、
口
座
に
も
お
金
が
な
い
ん
だ
。

今
月
は
お
昼
代
、
貸
し
て
く
れ
ぇ
~
。

ヤ
ス
オ

先
輩
、
苦
労
し
て
ま
す
ね
え
･
･
･
。

○
日
本
郵
政
公
社
法
の
施
行
に
伴
う
道
路
法
施
行
令
の
改
正

(占
用
料
を
徴
収
し
な
い
国
の
事
業
)

第
十
九
条

法
第
三
十
九
条
第
一項
但
書
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
占
用
料
を

徴
収
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
国
の
事
業
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
“
こ
亥
,き

る
も
の
と
す
る
。

一

(賂
)

二

特
別
会
計
を
も
っ
て
経
理
す
る
事
薬
の
う
ち
、
企
業
的
性
格
を
有
し
な
い

も
の
で
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の

(指
定
一区
間
内
の
国
道
に
係
る
占
用
料
の
楓
)

第
十
九
条
の
二

(略
)

2

(聯
)

3

国
土
交
通
天
臣
は
、
増
亀
,

可
の
團
逼
に
係
る
雪
明
科
で
次
に
掲
げ
る
占

用
物
件
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
二

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
二
項
に
規
定
す
る
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
別
に

古
川
料
の
額
を
定
め
、
又
は
占
用
料
を
徴
収
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

…

(略
)

二

日
本
郵
政
公
社
が
日
大
葵
敢
公
社
法

平̂
成
十
四
年
法
淺
第
九
十
七
号
)

第
一
方
紮
弱
一項
こ
淀
対
す
"
:
";
/.I
#
“
マ
′

三
上
ハ

(略
)

4

(略
)

(権
限
の
委
任
)

第
三
十
九
条

(略
)

2

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
法
及
び
法
に
基
づ
く
政
令
に
規
定
す
る
国

土
交
通
天
臣
の
権
限
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
は
、
地
方
整
備

局
長
及
び
北
海
道
開
発
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
法
箔
三
十
一条
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
裁
定
及
び
同
条
第
五
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
決
定
並
び
に
法
第

九
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
譲
与
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
･
五

(略
)

六

第
十
九
条
の
二
第
三
“狽
第
一ハ号
の
規
定
に
よ
り
別
に
占
用
料
の
額
を
定
め

、
又
は
占
用
料
を
徴
収
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
占
用
物
件
を
定
め
る
こ
と
。

七
･
十
一

(略
)

3

(略
)

改

正

案

(占
用
料
を
徴
収
し
な
い
国
の
事
業
)

第
十
九
条

法
第
三
十
九
条
第
一項
但
書
に
規
定
十
る
改
今
等
定
め
る
占
用
料
を

徴
収
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
国
の
事
業
は
、
左
の
各
号
の
一に
該
当
す
る
も
の

と
す
る
。

一

(略
)

二

特
別
会
計
を
も
っ
て
経
理
す
る
事
業
の
う
ち
、
企
業
的
性
格
を
有
し
な
い

も
の
で
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
及
痒
偽
虻
事
き

(指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
占
用
料
の
額
)

第
十
九
条
の
二

(略
)

2

(略
)

3

国
土
交
通
大
臣
は
、
指
定
区
間
内
の
国
迫
に
係
る
占
用
料
で
次
に
掲
げ
る
占

用
物
件
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
二

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
前
二
項
に
規
定
す
る
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
別
に

占
用
料
の
額
を
定
め
、
又
は
占
用
料
を
徴
収
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

一

(略
)

二
･
五

(略
)

4

(略
)

(権
限
の
委
任
)

第
三
十
九
条

(略
)

2

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
法
及
び
法
に
基
づ
く
政
令
に
規
定
す
る
国

土
交
通
大
臣
の
権
限
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
は
、
地
方
整
備

局
長
及
び
北
海
適
用
発
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
法
第
三
十
一条
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
裁
定
及
び
同
条
第
五
項
本
文
の
規
定
に
よ
る
決
定
並
び
に
法
第

九
十
四
条
第
二
滴
り
親
定
--よ
る
譲
与
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
…
五

(略
)

六

第
十
九
条
の
二
第
三
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
別
に
占
用
料
の
額
を
定
め

、
又
は
占
用
料
を
徴
収
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
当
咽
勿
牛
を
定
め
る
こ
と
。

七
･
十
一

(略
)

3

(略
)

現

行
(傍
線
部
分
は
改
正
部
分
)

?




